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２．海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画

（１）課題内容の概要

１）課題内容
　鈴鹿市白子地区（近鉄の東側）では 2012 年度から白子公民館にて「白子まちづくり講座」が開講され、まちづ
くりのための様々な取り組みが積み重ねられてきた（「海・街道・史跡を活かした白子のまちづくりのための 92
のアイデア集」の製作、白子街道ウォークの開催、白子まち歩きマップの製作、白子景観資源マップの製作など）。
白子地区は近鉄特急が停まる白子駅に隣接するアクセスの良さに加えて歴史的資源が豊富に残り、美しい海岸など
の自然資源も有している。
　本課題では、30年後を目処として、鈴鹿市白子地区の空間計画を構想する。白子地区全体の将来空間イメージは、
「場所の特性に合った適切な土地利用に転換し、増加しつつある空き家・空き地を立地条件や空間の質に応じて都
市的土地利用と自然的土地利用に計画的に転換していくことで、海・街道・史跡を活かしたまちへと再編していく」
と想定することとする。また、コンパクトシティ（立地適正化計画）や事前復興まちづくりの観点から、微高地に
立地する歴史的市街地に都市的機能を集約化することを計画の前提とする。建築の建て方のルール、オープンスペー
スの取り方・ネットワーク、伊勢街道や港との関係を考慮した建築の提案を期待する。
　なお、本課題では、白子地区を以下の５つのゾーンに分ける。各ゾーンに２つのグループが担当するようにグルー
プ間で調整すること。

２）提出作品
①空き家・空き店舗・空き地の現状分析と活用方策の提案
②ゾーン全体の屋根伏図
③伊勢街道沿いの連続立面図（現状と提案））
④地区計画・建築計画・外構設計
⑤地区模型

３）スケジュール
①７月 31日（金）出題・課題説明・スライドレクチャー（松浦）
②８月７日（金）現地説明・現地調査
③９月１８日（金）実測調査WS
④ 10月９日（金）空き家・空き店舗・空き地調査結果のまとめと活用方策の提案、ゾーン全体の屋根伏図、伊勢
街道沿いの連続立面図（現状と提案）、実測調査結果
⑤ 10月 16 日（金）空き家・空き店舗・空き地調査結果のまとめと活用方策の提案、ゾーン全体の屋根伏図、伊
勢街道沿いの連続立面図（現状と提案）、地区計画・建築計画・外構設計の発表その１
⑥ 10月 23 日（金）空き家・空き店舗・空き地調査結果のまとめと活用方策の提案、ゾーン全体の屋根伏図、伊
勢街道沿いの連続立面図（現状と提案）、地区計画・建築計画・外構設計の発表その２
⑦ 10月 30日（金）中間講評会
⑧ 10月 31日（土）学外向け中間講評会＠レーモンドホール
⑨ 11月６日（金）地区計画、建築計画、外構設計の発表その２
⑩ 11月 13日（金）地区計画、建築計画、外構設計の発表その３
⑪ 11月 26日（木）提出（図面・模型）
⑫ 11月 27日（金）最終講評会
⑬ 12月８日（火）～ 13日（日）　地元発表会・展示会

三重大学「建築設計製図 IV」第 1課題
「地区計画ー海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画」

担当：松浦（出題）・浦山・浅野　ＴＡ：阿部・福原・森岡
協力：白子まちづくり講座（白子公民館）・鈴鹿市・白子の歴史文化を活かす会・Blanc-Co
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11 月 13 日

８月７日 ８月７日

９月 18 日

９月 18 日

９月 18 日

10 月 31 日

10 月 31 日

10 月 16 日

10 月９日

10 月 23 日

11 月６日

10 月 30 日

11 月 27 日 11 月 27 日
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12 月８日 12 月８日

12 月８日

12 月８日

12 月８日

12 月８日

12 月８日

12 月８日

12 月８日
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三重大学工学部建築学科３年生による地元展示会・発表会

三重大学工学部建築学科３年生が鈴鹿市白子地区の将来像を自由
な発想でデザインしました。多数のご来場をお待ちしています。

12 月８日 (火 )　午後６時半～９時

会場：鈴鹿市役所１階市民ギャラリー

会場：鈴鹿市役所 12階 1202 小会議室

　　　　　　　12 月９日（水 )　～13 日（水）

主催：三重大学工学部建築学科
　　　・白子公民館
その他：入場無料・申し込み不要
問い合わせ先：059-231-9477
matsuura@arch.mie-u.ac.jp（担当：松浦）
＊この発表会は三重大学工学部建築学科の授
業・建築設計製図 IV「地区計画」の課題作品を
発表するものです。従って、実現を前提とした
ものではなく、仮想の計画内容となります。

午前８時半～午後５時（13日は午後４時まで）

三重県鈴鹿市神戸１丁目１８－１８

伊勢街道

白子港

白子駅

年 月 日（火） 日（日）

地元
展示会
地元
発表会
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２．海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画

（２）寺家地区

寺家は “人が住む” ためのまちです。主な生活動線として路地を使い、独自のコミュニティ
をつくりあげていった。家と家の間を縫うようにどこまでもつづくながい道。それはただの
道ではなく、住民の暮らしのカタチであった。しかし、現在の路地は路地としての機能を失
いただの道となってしまっている。かつて存在した暮らしのカタチをよびもどし、暮らしの
音が鳴り響くまちを提案する。路地は住まいと町の間にある境界であり、生活のはみ出し空
間として住まいの延長にある外部である。住民は路地との関わり方によって他人との関係を
選択できる。道路でありながらも車が通ることを想定しておらず、また通る者も限られてい
るからこそ、住人は家から生活をはみ出させ互いの暮らしを共有する。路地での暮らしの共
有は少数の世帯になるが、はりめぐらされた路地は小さな共有を連続させ、寺家全体を繋ぐ
大きなコミュニティをつくりあげる。こうしてできた路地コミュニティは場所を問わず住民
の暮らしを垣間見れる寺家の姿をつくりだしていく。

寺家地区「ハムステーキ」

ଐྰࡢ・ᄘᄵࡏ৹・ટാ
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大規模な空き地を多世代が住める集合住宅へ「ひとロジック」

全景
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２．海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画

私たちがこの寺家地区の地域計画をする際にまず「防災」と「交流」を大切にしました。
この寺家地区というのは細い路地が多く、消防車が通れない道が多いなど防災面で問題が
ありますが、人々の安心な交流という側面から考えると魅力的とも言えます。そこで、細
い路地を無くしていくのではなく、人々のウォーキングロードとし、また、地域全体に多
く点在する空き地・空き家を、防災の機能の備わったポケットパークに作り変えることに
より地域全体の防災機能と住民同士の交流の向上を考えました。さらにポケットパーク内
に入口・出口を作ることにより、思わず立ち寄りたくなるような景観を目指しました。線
路沿いの広い空き地に対しては共用の畑にすることで農業体験を行い、また近くに地域の
特色である伊勢型紙の体験の場なども設け地域の活性化や、外部からの体験者・子供たち
へのアプローチも意識しました。広場を中心とした、「安全」と「住民・子供達・体験者そ
れぞれの様々な関わり合いの形」を作り上げました。

寺家地区「okk」

大ඹᆅఱ・ݡນఘਗ਼・ರ౧ᆱိ

広場～路地がつなぐ
寺家ネットワーク

伊勢街道沿いと路地沿いに多世代が住める集合住宅「たまりロジック」

大規模な空き地を多世代が住める集合住宅へ「ひとロジック」

全景
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２．海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画

交流を生む防災集合住宅

伊勢街道沿いと路地沿いに多世代が住める集合住宅「表のみちから裏のみちへ」
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ここ白子 A地区は、歴史的な町家が多く残る地区である。しかし、現在は空き家・空き地・
増築が増え、街並がくずれつつある。私たちは、この地区を計画するにあたり古き良き町
並みを守りつつ、暮らしやすいまちづくりを目指す。そこで、歴史ある残すべき建物は残
しつつ町並みを取り戻すため、新築や空き家のリノベーションの提案を行う。
１．空き家リノベーション実験住宅　『地域が見守るこどもの家』
　近くには小学校・幼稚園があり、放課後や休日にこどもたちが楽しく過ごし、また地域
の人に協力してもらいそろばん教室や書道教室など学びの場として利用できる空間をつく
る。
２．新築実験住宅　集合住宅の提案『マチとつながるヒトをつなげる』
　町並みが残る伊勢街道沿いに新たに建てる集合住宅として、街道沿いのデザインを考え
つつ、新たな住宅の形を提案する。地域のヒトとのつながりの場をつくり、さまざまなヒ
トとの交流を図る。

白子Ａ地区「AT-M」

ێ大・ຄᄘދ་・ఝટࡦນᆀ・໘ນڭ

現代に無き良さを求めて
～誇り高き町並みへ

（３）白子 A地区
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２．海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画

おもちゃの店ヒロモリ改修、街区内に共有の駐車場を整備
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おもちゃの店ヒロモリ改修

集合住宅
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２．海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画

白子Ｂ地区には港と歴史的町並みという２つの大きな個性がある。その２つの個性につ
ながりがなく、町全体としての賑わいがあまり見られない。そこで私たちは、港と町並
みをつなぐ２本の路地に着目し、路地に面したレストランと集合住宅のプロジェクトと
合わせて設計することで、町全体に大きな賑わいをもたらし、港や町並みの魅力を最大
限に活かすまちづくりを計画した。レストランは港の眺望を活かし大きな集客力をもつ
ものを設計し、レストランに接する路地は、空き家・空地を活用しながら人通りが多く
活気のある空間にする。集合住宅は港側と街道側に２つの顔を持たせ、デザイン的にも
機能的にもまちに馴染むものを設計し、接する路地は集合住宅と一体感をもたせ、室外
機やガスボンベなどを隠すことで、シンプルで落ち着いた空間にする。

白子Ｂ地区「ＹＫＫ」
छඇஶࡩ・ࣷນॸఱ・ટݚᄼ᩼ۈڤ・ࡩ

路地でつながる白子の町

（４）白子 B地区

集合住宅
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集合住宅

レストラン

公園
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２．海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画

 　私たちは、実地調査を通じて白子の持つ資源と問題点を調査し分析しました。その結果、
白子のまちづくりを「減災」、「景観」、「賑わい」を三本柱として計画しました。「減災」の
取り組みとして伊勢型紙を用いた誘導灯の設置、防災ガイドラインの設置、「景観」の取り
組みとして景観ガイドラインの設置、緑地の整備、「賑わい」の取り組みとして堤防沿いの
歩道の整備と、そこでの朝市開催を計画しました。
　中でも力を入れたのが、夜間時の避難のための目印となる伊勢型紙を用いた誘導灯の案で
す。様々な場所に設置出来るように四つの形態を考えました。伊勢型紙を用いる事で、誘導
灯としてだけではなく、あたたかい雰囲気のまちなみを作り出します。
　建築計画としては、伊勢街道と堤防に面する集合住宅をまち全体へと広がるアクティビ
ティの始点として計画しました。また、白子湾を臨むレストランはまちのコミュニティが育
まれ、白子を知ってもらうきっかけとなる場所として計画しました。

白子Ｂ地区「Shiroko Landscape Designers」

៛ੱݠ・ඹ໘ࡦᅖ・ෂसގ

公園

集合住宅
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３．まちづくり講座に関する新聞記事・ＴＶ報道

レストランしおかぜ

集合住宅「街の始点」

歩道の整備
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　近鉄白子駅から海側に進んだ場所に位置する江島 A 地区は、伊勢街道沿いに古い建物と
新しい建物が乱雑に並び、多くの駐車場が街道に面しているため町並みが崩れている。ま
た昔ながらの町家を中心に空き家となっている建物が多く、どこか物寂しさを感じる。そ
こで本計画では 2つの観点から地区を整備し、にぎわいのあるまちづくりを行う。
○ものづくりのまちとして活性化
　ソフト面からのにぎわいづくり策として、江島 A 地区に手仕事や芸術などの技術を持っ
た職人を呼び込む。その職人が地区で店舗や工房を開き、体験教室を行うことでものづく
りのまちとして地域外からも人が訪れる。
○地域内の性格を生かす
　伊勢街道沿いのにぎやかな雰囲気と、路地へ入った際の落ち着いた雰囲気をまちづくり
に反映させる。伊勢街道沿いの店舗内で活動する様子が街道から見えるようにすることで、
にぎやかさを感じる。駐車場は海側に集約し、街道の交通量を少なくする。

江島Ａ地区「SeaSide」

൫Ⴈṥ・៤ݹ・ৗቴ

職人と人をつなぐまち

（５）江島 A地区
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３．まちづくり講座に関する新聞記事・ＴＶ報道

伊勢街道沿いの建替えモデル

廻船問屋の空
き家伊達家を
歴史交流拠点
に
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　かつての江島は伊勢街道として栄えていたが、現在の江島にはその華やかさが薄れてい
る。街道沿いの町並みも崩れ、かつての雰囲気を感じるのは難しい。
　そこで、私たちは旧伊勢街道沿いの２つの十字路に広場を整備し、街全体と連携して、
失われつつある江島の魅力を引き出したいと考えた。江島の歴史をふまえながら、住民に
とって憩いの場所となる広場を、また、通りがかった人が思わず足を止めたくなるような
街を計画した。
　八百彦広場は、八百彦を中心とする交差点を人々が安全に買い物し、くつろげるような
賑やかな場所になるように計画した。この広場は、朝市と関連づけたイベントや、空地と
連携しながら食と農をきっかけにした地区の人々の交わりを生む。
　菩薩広場は、かつて「北の端地蔵」とも呼ばれた六体地蔵をこの地区の歴史的に重要な
ものとしてとらえ、六体地蔵を中心とするかつての街道沿いの雰囲気が感じられる場所と
なるように計画した。この広場は、普段は集会所や駄菓子屋を訪れた人々が休むことができ、
祭りの際には屋台が並び山車が飾られ、江島の歴史を感じることができる。
　これらの広場を様々な方法を用いてつなげ、街が一体となるように計画した。

江島Ｂ地区「はとぽっぽ」

ಆટᡸા・ိટమᄓ・ഺॸ

街のひろば、広場のまち

（６）江島 B地区
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八百彦広場
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３．まちづくり講座に関する新聞記事・ＴＶ報道

菩薩広場


